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ひばり中跡地にテニスコートの整備を  

 2017年に東町テニスコートが閉鎖、今年度には

芝久保第二運動場が閉鎖となってテニスコートや

ゲートボール場が使えなくなりました。代替施設の

整備は急務です。 

 一方、旧ひばりが丘中学校跡地は１万8,362平

方メートルもあります。西東京市内の中学校の敷

地面積は、過半数にあたる５校で１万4000平方

メートル未満であることから、同跡地のうち約

4,000平方メートルは、学校用地以外の利用が即

可能と考えます。ここに、あらたなテニスコートを早

期に本格整備するよう、１２月定例会（2023年１２月１

日～１９日に開催）における保谷なおみの一般質問で、強く市長に申し上げまし

た。  

 旧ひばりが丘中学校跡地は、令和１６年以降に学校用地として使用することにな

りますが、それまでは暫定活用するとの教育長答弁がありました。 

跡地を分割し、早期の本格整備を求める 

      旧ひばりが丘中学校跡地 

 文部科学省は、公立中学校の部活動を地域の団体等へ移行していくことを各

自治体に求めております。 

 沖縄県のうるま市では、部活動の地域移行とともに学校施設の民間利用を積

極的に進めています。企業版ふるさと納税の活用も含め、これまでとはまったく

違った発想で部活動の地域移行を進めています。西東京市においても、うるま市

の事例を参考にして、部活動の地域移行を進めてほしいと提言しました。 

部活動の地域移行をどう進める？ 



 

近況報告      2023年11月

16日、福田かおる自民党18選挙区支

部長を団長に、有志で福島第一原発の

現状を視察しました。 

 ALPS処理水の放出はマスコミで取り

上げますが、実際に現地を視察をする

と、原発そのものが今どうなっているか、よくわかりました。 

 道なき道を少しづつ進んでいるという印象です。 

 なお、今回の視察は、土屋正忠元衆議院議員を通じて申し込みをしましたが、「福島ホープツーリズム」とい

う名称で、旅行会社でもツアーを売り出しており、そのツアーの中で原発視察ができます。 

（詳しくは、保谷なおみHPで） 

 元旦に能登半島を襲った地震と津波。被災された皆様が一日も早く元の生

活に戻れるよう、心からお祈りします。 

 東京都では、５年に１度、都内すべての自治体の市街化区域で地震発生時の

危険度を数値化して公表しています。 

 西東京市は、建物倒壊の危険度は相対的に低いのですが、火災危険度はや

や高くなっています。 

 詳しくは、西東京市または東京都のホームページで。（“地震に関する地域危

険度測定調査”で検索してください。） 

 2023年12月2日、作左衛門の森を愛する会主催の「作左衛門の森と下保谷のみどりをめぐる秋のツアー」に

参加しました。 

 「作左衛門の森」は、下保⾕ 3丁⽬19番27号 、保谷駅北

口徒歩５分のところにある民有地ですが、樹齢400年を超す

ケヤキや昭和初期に建設された屋敷があり、保存を求める

市民団体が活動しています。（屋敷は２０１８年に国の登録有

形文化財に指定済。） 

 「ツアー」では、作左衛門の森と屋敷と下保谷森林公園を

ガイド付きで巡りました。 

 相続が発生すると、森も屋敷もなくなってしまうため、なるべ

く早い対応が必要です。 

地震に強いまちづくりを 

作左衛門の森の保存はまったなし！ 

「作左衛門の森」（屋敷２階から撮影） 

あなたのまちの「地域危険度」をご存じですか？ 


